
 

 資料７  

 

令和５年度 九州ブロック協議会の活動（案） 

令和５年２月 21 日 

九州地方環境事務所 

１ 九州ブロック協議会 

【開催回数】 ２回（６月、２月を予定） 

【開催場所】 第 17 回：福岡市内（６月）、第 18 回：鹿児島市内（２月、１泊２日） 

※第 18 回は、初日にブロック協議会、２日目に施設見学等の研修予定 

（参考：過年開催地） 

第 16 回 令和５年２月 21 日（宮崎市） 第 15 回 令和４年７月 27 日（長崎市+web） 

第 14 回 令和３年２月 21 日（web） 第 13 回 令和３年７月 15 日（佐賀市+web） 

第 12 回 令和３年３月２日（web） 第 11 回 令和２年２月 20 日（大分市） 

第 10 回 令和元年９月２日（熊本市） 第９回 平成 30 年 10 月 16 日（福岡市） 

 

 

２ 情報伝達訓練 

【目  的】 構成員各庁舎から通信インフラを使用して連絡体制を検証する 

連携の習熟度を高める 

【開催回数】 １回（７月を想定） 

【開催方法】 Ｗｅｂ形式 

 

 

３ 図上演習 

【目  的】 大規模災害が発生した場合に備えた図上演習を実施する 

情報伝達訓練と合わせ、次回の行動計画改定時に改善を図る 

【開催回数】 １回（８月を想定） 

【開催場所】 福岡市内 

 

 

４ 人材育成研修の開催 

【目  的】 災害廃棄物に関する研修を実施し、発災時の対応能力向上を図る 

【開催回数】 １回（出水期前の５月～６月を想定） 

 【開催方法】 Ｗｅｂ形式 

【対  象】 構成員、市町村、一部事務組合等の災害廃棄物処理担当者 

【内  容】 事前準備、発災時の初動対応、災害廃棄物処理（体験談）等 

（参考：過年講演者） 

令和４年度 九州大学島岡先生、長崎県雲仙市、長野県 

令和３年度 熊本県相良村、熊本市、インターリスク総研 

令和２年度 福岡県大牟田市、福岡大学鈴木准教授 

令和元年度 九州地方整備局、熊本県西原村 

 


